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大規模小売店舗立地法に基づく新設届

「ヨドバシカメラ仙台第２ビル」概要

1 大規模小売店舗の名称、所在地
ヨドバシカメラ仙台第２

ビル

仙台市宮城野区榴岡一丁

目2-10外

2
大規模小売店舗を設置する者の氏

名、住所
株式会社ヨドバシカメラ

代表取締役 藤沢 昭和
てるかず

東京都新宿区北新宿三丁

目20番1号

3
大規模小売店舗において小売業を行

う者の氏名（名称）、代表者、住所
株式会社ヨドバシカメラ

代表取締役 藤沢 昭和
てるかず

東京都新宿区北新宿三丁

目20番1号

4 大規模小売店舗の新設をする日 平成２４年４月２９日

5 大規模小売店舗内の店舗面積の合計 １１，９７３㎡

6 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

① 駐車場の収容台数 ７６８台

② 駐輪場の収容台数 ３６９台

③ 荷さばき施設の面積 １２４．２０㎡

④ 廃棄物保管施設の容量 ２２．７㎥

7 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

①
小売業を行う者の開店時刻及び閉店

時刻
株式会社ヨドバシカメラ ９：００～２３:００

②
来客が駐車場を利用することができ

る時間帯
２４時間

③ 駐車場の自動車の出入口の数 ５箇所

④
荷さばき施設において荷さばきを行

うことができる時間帯
６：００～２２：００

8 届出年月日 平成２３年１０月２１日

資料１
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大規模小売店舗立地法に基づく仙台商工会議所の意見

１．大規模小売店舗の名称及び所在地

① 名 称 ヨドバシカメラ仙台第２ビル

② 所在地 仙台市宮城野区榴岡一丁目２－１０外

２．意見項目

（１）大型店の社会的責任等地域密着、地域連携に関する意見項目

① 「ヨドバシカメラ仙台第２ビル」の店舗計画は、地下１階、地上８階

の 1階から３階までが店舗で、店舗面積が約 12,000 ㎡の大規模な商業施

設である。

よって、地震等の災害時における避難場所の確保と商業施設内に避難

場所への誘導経路等の表示が必要で、これは建物設置者及び小売者の責

務である。

② 当該商業施設はＪＲ仙台駅の東口に立地、また周辺地区には、専門学

校や予備校、ホテル、事業所等が立地しており、さらに北部地区では土

地区画整理事業がほぼ完成に近い。

そのような中、地域の南北を貫通する複数の道路も国道 45 号線までの

開通が目前に迫っており、今後駅東地域の交通事情は大きく変化するも

のと思われ、出店届出時の予測を上回る交通量も予想されるので、建物

設置者の責任において、定期的に調査し予測値を越える場合は速やかに

対策を講じるべきである。

③ 当該商業施設の店舗計画は、計画店舗の西側「東七番丁通り」を隔て

て立地する「マルチメディア仙台」と建物設置者及び取扱商品等が同一

で、「マルチメディア仙台」（店舗面積 6,500 ㎡）と計画店舗の店舗面積

を合計すると 18,473 ㎡となり、土日・祝日等の来店車両が相乗的に増

加することが予想される。

「マルチメディア仙台」の今後の対応、当該商業施設の開店と同時に

「マルチメディア仙台」の店舗を閉鎖するのかどうかで、周辺地域の交

通等の生活環境が変化するので、今後の対応等を早期に明らかにするこ

とが、建物設置者の責務である。

④ 当該商業施設における大幅な変更や撤退は、周辺地域の生活環境やま

ちづくりに影響を与えるので，建物設置者の社会的責任において、事前

に地元住民や関係機関と連絡･協議すべきであり、とくに店舗閉鎖におい

ては、店舗の原状回復を図るべきである。

⑤ 当該商業施設は、地域が担っている交通整理，消防、防犯等の役割を

分担すると共に、商工団体や町内会等に加入し、街づくりや地域イベン

トに参加･協力することが社会的責務であり、また周辺の生活環境を保持

するため、開店後、地元住民や関係機関と定期的に協議する機会を設け

るべきである。

⑥ 藩政時代から続く仙台の伝統行事であり仙台の商業文化でもある「仙
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台初売り」は、消費者の支持のもとに正月２日から市内一斉に実施され

ており、当該商業施設においても、その趣旨を理解し正月２日から実施

することを希望する。

（２）大規模小売店舗立地法第 4 条に係る指針による意見項目

１）駐車需要の充足等交通について

① 「ヨドバシカメラ仙台第２ビル」が計画される仙台駅東口地区は、専門

学校や予備校、ホテル、事業所等が複数立地、また駅東北部地区では土地

区画整理事業が施行され再開発が進行している。さらに、駅東地域を南北

に貫通する複数の道路が国道 45 号線に結節し、駅東地域内の交通量が増加

傾向を強め、とくに宮城野通りと東七番丁通りがＴ字に交差する周辺は、

渋滞や混乱が発生している現状である。

当該商業施設の来店・退店車両の経路計画においては、宮城野通りと東

七番町通りの交差点などに交通量の負荷が掛からないように配慮すべきで

ある。

② 当該商業施設の計画駐車台数は「768 台」で、対応する駐車場は「第 1駐

場」が 133 台、「第 2駐車場」が 39 台、「第 3駐車場」が 529 台、「第 4駐

場」が 67 台であるが、「第 4 駐車場」を除いては、現在「マルチメディア

仙台」が使用している既存の駐車場で、平日においてもかなりの利用が見

られ、土日の休日においては満車の状況である。

当該商業施設の駐車場計画は、「マルチメディア仙台」の店舗を閉鎖する

前提と推察されるが、二つの商業施設が同時営業すると、駐車場の絶対的

不足の問題が発生し、駅東地区の交通渋滞を深刻にするため同時営業は避

けるべきである。

③ 当該商業施設の駐車場のうち新たに整備される駐車場は、当該商業施設

の敷地内に建設される「第 4 駐車場」で、構造が立体式であるが、収容台

数が「67 台」と小規模で、常に満車の状態が予想される。「第 4駐車場」の

「出入口⑤」は駐車場の西側前面道路（幅員８ｍ）に計画され、「東八番丁

通り」からの進入路は店舗施設の南側面道路（幅員 8ｍ）がＬ字型に結節し

ており、「第４駐車場」の満車が常態化している場合、それらの道路が渋滞

及び混乱する。よって、店舗施設の南側面道路の入口において、誘導員の

配置及び誘導看板の設置等により、他の駐車場へ適切に誘導すべきである。

④ 当該商業施設の「第４駐車場」満車時で誘導する他の駐車場（第１,２,

３駐車場）の「入口①」等にアクセスする道路「榴岡一丁目４号線」は、

幅員が８.９ｍの片側１車線で、交通量の多い道路である。

渋滞等が発生しないように、要所に誘導員を配置すべきであり、とくに

交通量の多い「東七番丁通り」との交差点周辺での渋滞と混乱が発生しな

いように常時誘導員を配置すべきである。

⑤ 上記③及び④の意見は、当該商業施設の「第 4 駐車場」を来客用駐車 67

台を前提にした場合であるが、「第 4駐車場」の周辺道路の交通渋滞や来店

車両の混乱等を回避するためには、「第 4駐車場」を商業施設の従業員及び

オフィス関連の車両のみとすることが望ましい。
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⑥ 当該商業施設の「第 1 駐車場」と「第２駐車場」及び「第３駐車場」の

来退店車両が進入する交差点は、「東七番丁通り」での右折・左折及び「榴

岡一丁目４号線」の直進等の車両、さらに通過車両などで、深刻な渋滞や

混乱が予想される。また、来店客の駐車場と店舗間の往来、とくに「東七

番丁通り」の横断時の安全確保が求められるので、誘導員の配置とともに

交通信号機の設置が望まれる。

⑦ 当該商業施設の「第１駐車場」の「入口①」と「第２駐車場」及び「第

３駐車場」の「出入口③」が「榴岡一丁目４号線」の西端に計画され、「出

入口」等が近接しているので、渋滞や混乱が生じないように、誘導員を配

置し適切に誘導すべきである。

⑧ 当該商業施設の「第３駐車場」（既存駐車場）の「出入口④」は、「北目

町線」がガードを通って東部に延長している一方通行の道路に面している

が、「出入口④」がガード出口に近接し、渋滞だけでなく交通事故等が懸念

されるので、「出口」専用とするとともに、来店車両の他駐車場への誘導と

退店車両による渋滞を回避するため誘導員の配置が必要である。

⑨ 当該商業施設の荷捌き施設は当該商業施設の地下に計画されており、搬

入車両の進入路は「東八番丁通り」から店舗施設の「南側面道路」、「第４

駐車場」の進入路と同じ道路であるため、渋滞や混乱が予想されるので、

店舗施設の営業時間を避けて搬入するように心掛けるとともに、搬入車両

のための誘導員の配置等を行うべきである。

２）歩行者の通行の利便の確保について

① 「第４駐車場」の進入路が計画される「東八番丁通り」の歩道は、近隣

に専門学校や予備校、事業所等が立地し、歩行者や自転車等の往来の多い

歩道であるので、歩行者等の往来の安全を確保するため、誘導員を進入路

の店舗施設「南側面道路」の入口に配置すべきである。また、「第４駐車場」

の退店車両の出口である「榴岡一丁目４号線」も歩行者等の往来が多いの

で、安全確保のため出口に誘導員を配置すべきである。

② 当該商業施設の「第１駐車場」（既存駐車場）の「出口①」は、「東七番

丁通り」の歩道を横断する構造になっているが、「東七番丁通り」は、仙台

駅東口へのアクセスで、歩行者や自転車等の往来がとくに多いので、歩行

者等の安全を確保するため、車両の出庫を知らせる信号の設置と誘導員の

配置が求められる。

③ 当該商業施設の駐輪場及び原付・自動二輪の「出入口」が「東七番丁通

り」の歩道を横断して計画されているが、歩行者や自転車等の往来が多い

ので、歩行者等の歩行の安全確保のため「出入口」に誘導員を配置すべき

である。

④ 当該商業施設の駐車場は、第１,２,３駐車場とも、当該商業施設から離

れた場所に分散しているので、来店客が安全そして安心して来店できるよ

うに、各駐車場に誘導看板を設置するとともに、歩道の整備や「東七番丁

通り」と「榴岡一丁目４号線」の交差点に誘導員を配置すべきである。
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⑤ 当該商業施設の各駐車場内の歩行者の往来の安全を確保するため、歩行

者専用通路を設け、歩行者を優先する駐車場環境を整備するとともに、誘

導員による適切な車両の誘導を行うべきである。

３）騒音･防犯対策について

① 「開店・閉店時間」は「9:00～23:00」であるが、当該商業施設の南側面

に接して「ダイワロイネットホテル」が立地しており、宿泊客への夜間の

騒音等の影響を考えると「9:00～22:00」が適当である。また、「駐車場利

用時間」は一律「24 時間」となっているが、「第 4 駐車場」の出入口が「ダ

イワロイネットホテル」と近隣しているので、宿泊客の夜間や早朝の騒音

等の影響を考えると「7:00～23:00」が適当である。

さらに、当該商業施設の「荷捌き時間帯」は「6:00～22:00」であるが、

「ダイワロイネットホテル」の宿泊客への早朝の騒音等に配慮し「7:00～

22:00」が適当である。

② 当該商業施設はＪＲ仙台駅に近く、また近隣には専門学校や予備校等が

立地しており、当該商業施設に未成年の青少年の来店が予想されるので、

施設全体のトイレや休憩施設等の配置においては死角にならないように配

慮し、青少年の喫煙等の非行や万引き等の犯罪防止に努めるべきである。

③ 当該商業施設の「第 1 駐車場」等の場合、夜間に駐車場へ容易に進入出

来るので、青少年や暴走族等が駐車場に進入し騒音の発生源になり、また

青少年犯罪を惹起することが予想されるので、利用時間帯以降は駐車場出

入口に施錠し、また警備員が深夜･早朝時に巡回すべきである。

４）街並みづくりについて

① 「ヨドバシカメラ仙台第２ビル」の駐車場のうち、平面式である「第 1

駐車場」及び「第 2駐車場」、また「駐輪場」においては、誘導員が常駐し

車両の整理に当るとともに、駐車場周辺の清掃に努め、美観や景観等の環

境づくりに努めるべきである。

② 当該商業施設の駐車場等の夜間照明が近隣のホテルやマンション等の深

夜の安眠の障害にならないように、照明の方向や照度等に配慮すべきであ

る。

③ 当該商業施設は、ＪＲ仙台駅東口地区に立地、仙台駅東口の顔とも云え

る建物の 1～3階を占める商業施設であり、とくに東北新幹線の車窓から眺

望される施設であるので、建物全体の外観及びファサード、看板等の形態･

デザイン･色彩等においては、仙台市の「杜の都の風土を育む景観条例」に

従うとともに、仙台の都市イメージや街並み景観等に十分配慮すべきであ

る。

氏名又は名称 仙台商工会議所

住所又は所在地 仙台市青葉区本町二丁目１６－１２
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住民等意見の内容とその対応状況について

（１）大型店の社会的責任等地域密着、地域連携に関する意見項目

No. 要望等の内容 回答

① 「ヨドバシカメラ仙台第２ビル」の店舗

計画は、地下１階、地上８階の 1 階から

３階までが店舗で、店舗面積が約 12,000

㎡の大規模な商業施設である。

よって、地震等の災害時における避難場

所の確保と商業施設内に避難場所への誘

導経路等の表示が必要で、これは建物設

置者及び小売者の責務である。

建物内における誘導表示の設置等、関係

法令に基づいた計画としております。ま

た、災害時における避難誘導対策等、従

業員教育に努めてまいります。

② 当該商業施設はＪＲ仙台駅の東口に立

地、また周辺地区には、専門学校や予備

校、ホテル、事業所等が立地しており、

さらに北部地区では土地区画整理事業が

ほぼ完成に近い。

そのような中、地域の南北を貫通する複

数の道路も国道45号線までの開通が目前

に迫っており、今後駅東地域の交通事情

は大きく変化するものと思われ、出店届

出時の予測を上回る交通量も予想される

ので、建物設置者の責任において、定期

的に調査し予測値を越える場合は速やか

に対策を講じるべきである。

届出書の提出に先立ち、大規模小売店舗

立地法小売店舗立地法の指針に基づき算

出した予測交通量及び交差点における交

通量調査を用い、周辺交差点への影響を

検討する共に、関係機関との協議を行い、

交通渋滞等が発生しないよう配慮してい

ます。

現時点では定期的な交通量調査の実施は

計画しておりませんが、開店後に問題等

発生した場合には、関係機関と協議のう

え対応を検討いたします。

③ 当該商業施設の店舗計画は、計画店舗の

西側「東七番丁通り」を隔てて立地する

「マルチメディア仙台」と建物設置者及

び取扱商品等が同一で、「マルチメディア

仙台」（店舗面積 6,500 ㎡）と計画店舗の

店舗面積を合計すると 18,473 ㎡となり、

土日・祝日等の来店車両が相乗的に増加

することが予想される。

「マルチメディア仙台」の今後の対応、

当該商業施設の開店と同時に「マルチメ

ディア仙台」の店舗を閉鎖するのかどう

かで、周辺地域の交通等の生活環境が変

化するので、今後の対応等を早期に明ら

かにすることが、建物設置者の責務であ

る。

基本的に既存店である「マルチメディア

仙台」との同時営業は行いませんが、今

後の計画が決定次第、出来るだけ早期に

発表できるよう努めてまいります。
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④ 当該商業施設における大幅な変更や撤退

は、周辺地域の生活環境やまちづくりに

影響を与えるので，建物設置者の社会的

責任において、事前に地元住民や関係機

関と連絡･協議すべきであり、とくに店舗

閉鎖においては、店舗の原状回復を図る

べきである。

店舗施設の変更については，大規模小売

店舗立地法及びその他関連法令に従い，

事前に内容等の説明を行うなどの方法に

より地元住民への周知を図ります。

店舗の撤退については，予測できる状況

にありませんが，周囲への影響を最小限

とするよう配慮いたします。

⑤ 当該商業施設は、地域が担っている交通

整理，消防、防犯等の役割を分担すると

共に、商工団体や町内会等に加入し、街

づくりや地域イベントに参加･協力する

ことが社会的責務であり、また周辺の生

活環境を保持するため、開店後、地元住

民や関係機関と定期的に協議する機会を

設けるべきである。

街づくりや地域イベントについては，住

民の一員として、可能な限り参加するよ

う心がけます。地元住民等との対話や、

商工団体等への加入に関しては、対応を

検討いたします。

⑥ 藩政時代から続く仙台の伝統行事であり

仙台の商業文化でもある「仙台初売り」

は、消費者の支持のもとに正月２日から

市内一斉に実施されており、当該商業施

設においても、その趣旨を理解し正月２

日から実施することを希望する。

初売り実施日については、消費者ニーズ

やご希望の趣旨を鑑み、検討させていた

だきます。

（２）大規模小売店舗立地法第 4 条に係る指針による意見項目

１）駐車需要の充足等交通について

No. 要望等の内容 回答

① 「ヨドバシカメラ仙台第２ビル」が計画

される仙台駅東口地区は、専門学校や予

備校、ホテル、事業所等が複数立地、ま

た駅東北部地区では土地区画整理事業が

施行され再開発が進行している。さらに、

駅東地域を南北に貫通する複数の道路が

国道 45 号線に結節し、駅東地域内の交通

量が増加傾向を強め、とくに宮城野通り

と東七番丁通りがＴ字に交差する周辺

は、渋滞や混乱が発生している現状であ

る。当該商業施設の来店・退店車両の経

路計画においては、宮城野通りと東七番

町通りの交差点などに交通量の負荷が掛

からないように配慮すべきである。

来退店経路の経路設定については、交通

管理者及び道路管理者と協議のうえ計画

しており、交通処理検証を行い、交差点

処理に問題無いと考えております。

また、オープン時や繁忙時等については、

周辺道路に誘導員を配置し、円滑な交通

誘導に努めたいと考えております。

② 当該商業施設の計画駐車台数は「768 台」

で、対応する駐車場は「第 1 駐場」が 133

台、「第 2駐車場」が 39台、「第 3 駐車場」

が 529 台、「第 4駐場」が 67 台であるが、

「第 4 駐車場」を除いては、現在「マル

チメディア仙台」が使用している既存の

基本的に既存店である「マルチメディア

仙台」との同時営業は行いませんが、今

後の計画が決定次第、出来るだけ早期に

発表できるよう努めてまいります。また、

交通処理計画については、関係機関と協

議のうえ計画いたします。
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駐車場で、平日においてもかなりの利用

が見られ、土日の休日においては満車の

状況である。当該商業施設の駐車場計画

は、「マルチメディア仙台」の店舗を閉鎖

する前提と推察されるが、二つの商業施

設が同時営業すると、駐車場の絶対的不

足の問題が発生し、駅東地区の交通渋滞

を深刻にするため同時営業は避けるべき

である。

③ 当該商業施設の駐車場のうち新たに整備

される駐車場は、当該商業施設の敷地内

に建設される「第 4 駐車場」で、構造が

立体式であるが、収容台数が「67 台」と

小規模で、常に満車の状態が予想される。

「第 4 駐車場」の「出入口⑤」は駐車場

の西側前面道路（幅員８ｍ）に計画され、

「東八番丁通り」からの進入路は店舗施

設の南側面道路（幅員 8ｍ）がＬ字型に結

節しており、「第４駐車場」の満車が常態

化している場合、それらの道路が渋滞及

び混乱する。よって、店舗施設の南側面

道路の入口において、誘導員の配置及び

誘導看板の設置等により、他の駐車場へ

適切に誘導すべきである。

第４駐車場が満車の場合には、案内表示

等による周知に加え、誘導看板により、

東八番丁通りへの滞留影響が発生しない

よう、第１，２，３駐車場への誘導を行

う計画としております。また、オープン

時や繁忙時等については、誘導員を配置

し、適切な駐車場誘導を実施したします。

なお、西方面からの来客車両については、

第 1，２，３駐車場へ誘導する計画として

おります。

④ 当該商業施設が「第４駐車場」満車時で

誘導する他の駐車場（第１,２,３駐車場）

の「入口①」等にアクセスする道路「榴

岡一丁目４号線」は、幅員が８.９ｍの片

側１車線で、交通量の多い道路である。

渋滞等が発生しないように、要所に誘導

員を配置すべきであり、とくに交通量の

多い「東七番丁通り」との交差点周辺で

の渋滞と混乱が発生しないように常時誘

導員を配置すべきである。

オープン時や繁忙時等に第 4 駐車場が満

車になった場合には、周辺交差点に誘導

員を配置し、他の空いている駐車場への

誘導を行う計画としております。

又、交通整理員の配置については、開店

後、状況に応じ、適切な配置となるよう

人員等を調整してまいります。

⑤ 上記③及び④の意見は、当該商業施設の

「第 4駐車場」を来客用駐車 67 台を前提

にした場合であるが、「第 4 駐車場」の周

辺道路の交通渋滞や来店車両の混乱等を

回避するためには、「第 4駐車場」を商業

施設の従業員及びオフィス関連の車両の

みとすることが望ましい。

仙台市の付置義務条例に基づき設置して

いる駐車場であり、来客の利便等も考慮

し、商業施設用としての利用を計画して

おります。

⑥ 当該商業施設の「第 1 駐車場」と「第２

駐車場」及び「第３駐車場」の来退店車

両が進入する交差点は、「東七番丁通り」

での右折・左折及び「榴岡一丁目４号線」

の直進等の車両、さらに通過車両などで、

オープン時や繁忙時等に第 4 駐車場が満

車になった場合には、周辺交差点に誘導

員を配置し、他の空いている駐車場への

誘導を行う計画としております。

第１，２，３駐車場から店舗出入口まで
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深刻な渋滞や混乱が予想される。また、

来店客の駐車場と店舗間の往来、とくに

「東七番丁通り」の横断時の安全確保が

求められるので、誘導員の配置とともに

交通信号機の設置が望まれる。

の歩行者動線については、上空通路を設

置することで歩車分離が図れる計画とし

ております。交通信号機の設置について

は、事業者では対応出来ませんので、い

ただいたご要望については、交通管理者

へ伝えさせていただきます。

⑦ 当該商業施設の「第１駐車場」の「入口

①」と「第２駐車場」及び「第３駐車場」

の「出入口③」が「榴岡一丁目４号線」

の西端に計画され、「出入口」等が近接し

ているので、渋滞や混乱が生じないよう

に、誘導員を配置し適切に誘導すべきで

ある。

オープン時等繁忙時については、交通整

理員を適宜配置し、駐車場出入口では、

歩行者等の安全確保に努め、適切な誘導

を実施いたします。交通整理員の配置に

ついては、開店後、状況に応じ、適切な

配置となるよう人員等を調整してまいり

ます。

⑧ 当該商業施設の「第３駐車場」（既存駐車

場）の「出入口④」は、「北目町線」がガ

ードを通って東部に延長している一方通

行の道路に面しているが、「出入口④」が

ガード出口に近接し、渋滞だけでなく交

通事故等が懸念されるので、「出口」専用

とするとともに、来店車両の他駐車場へ

の誘導と退店車両による渋滞を回避する

ため誘導員の配置が必要である。

誘導計画において、当該出入口を来店誘

導する計画ではございませんが、仮に入

庫車両が発生した場合でも、入庫処理能

力には問題ないと考えております。また、

オープン時等繁忙時については、交通整

理員を適宜配置し、駐車場出入口での、

歩行者等の安全確保に努めてまいりま

す。

⑨ 当該商業施設の荷捌き施設は当該商業施

設の地下に計画されており、搬入車両の

進入路は「東八番丁通り」から店舗施設

の「南側面道路」、「第４駐車場」の進入

路と同じ道路であるため、渋滞や混乱が

予想されるので、店舗施設の営業時間を

避けて搬入するように心掛けるととも

に、搬入車両のための誘導員の配置等を

行うべきである。

荷さばき車輌や廃棄物収集車輌の来場時

間帯については分散をさせ集中をさけた

計画としており、荷さばき車輌の公道滞

留等の発生は想定していません。また、

交通整理員の配置については、開店後、

状況に応じ、適切な配置となるよう人員

等を調整してまいります

２）歩行者の通行の利便の確保について

No. 要望等の内容 回答

① 「第４駐車場」の進入路が計画される「東

八番丁通り」の歩道は、近隣に専門学校

や予備校、事業所等が立地し、歩行者や

自転車等の往来の多い歩道であるので、

歩行者等の往来の安全を確保するため、

誘導員を進入路の店舗施設「南側面道路」

の入口に配置すべきである。また、「第４

駐車場」の退店車両の出口である「榴岡

一丁目４号線」も歩行者等の往来が多い

ので、安全確保のため出口に誘導員を配

置すべきである。

当該出口については、停止線・「止まれ」

の路面表示を行うと共に、駐車場法の技

術的基準に基づく視距を確保しており、

運転者が歩行者の往来に注意を向けられ

る構造としておりますが、オープン時等

繁忙時については、交通整理員を適宜配

置し、駐車場出入口での、歩行者等の安

全確保に努めてまいります。
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② 当該商業施設の「第１駐車場」（既存駐車

場）の「出口①」は、「東七番丁通り」の

歩道を横断する構造になっているが、「東

七番丁通り」は、仙台駅東口へのアクセ

スで、歩行者や自転車等の往来がとくに

多いので、歩行者等の安全を確保するた

め、車両の出庫を知らせる信号の設置と

誘導員の配置が求められる。

当該出口については、停止線・「止まれ」

の路面表示を行うと共に、駐車場法の技

術的基準に基づく視距を確保しており、

運転者が歩行者の往来に注意を向けられ

る構造としております。また、オープン

時等繁忙時については、交通整理員を適

宜配置し、駐車場出入口での、歩行者等

の安全確保に努めてまいります。

③ 当該商業施設の駐輪場及び原付・自動二

輪の「出入口」が「東七番丁通り」の歩

道を横断して計画されているが、歩行者

や自転車等の往来が多いので、歩行者等

の歩行の安全確保のため「出入口」に誘

導員を配置すべきである。

当該出入口については、駐車場法の技術

的基準に基づく視距を確保しており、運

転者が歩行者の往来に注意を向けられる

構造としております。また、オープン時

等繁忙時については、交通整理員を適宜

配置し、駐車場出入口での、歩行者等の

安全確保に努めてまいります。

④ 当該商業施設の駐車場は、第１,２,３駐

車場とも、当該商業施設から離れた場所

に分散しているので、来店客が安全そし

て安心して来店できるように、各駐車場

に誘導看板を設置するとともに、歩道の

整備や「東七番丁通り」と「榴岡一丁目

４号線」の交差点に誘導員を配置すべき

である。

駐車場から店舗敷地内まで、歩行者の導

線を表示すると共に表示看板等により適

切に誘導するよう計画致します。また、

オープン時等繁忙時については、交通整

理員を適宜配置し、駐車場出入口での、

歩行者等の安全確保に努めてまいりま

す。また、第１，２，３駐車場から店舗

出入口までの歩行者動線については、上

空通路を設置することで歩車分離が図れ

る計画としております。

⑤ 当該商業施設の各駐車場内の歩行者の往

来の安全を確保するため、歩行者専用通

路を設け、歩行者を優先する駐車場環境

を整備するとともに、誘導員による適切

な車両の誘導を行うべきである。

駐車場内への歩行者通路の設置や、場内

徐行の徹底等で歩行者の安全確保に配慮

しておりますが、来店客の集中が見込ま

れる開店後一定期間は交通整理員を増員

し、歩行者の安全確保に努め、通行する

歩行者に悪影響を及ぼさないよう配慮致

します。

３）騒音･防犯対策について

No. 要望等の内容 回答

① 「開店・閉店時間」は「9:00～23:00」で

あるが、当該商業施設の南側面に接して

「ダイワロイネットホテル」が立地して

おり、宿泊客への夜間の騒音等の影響を

考えると「9:00～22:00」が適当である。

また、「駐車場利用時間」は一律「24 時間」

となっているが、「第 4 駐車場」の出入口

が「ダイワロイネットホテル」と近隣し

ているので、宿泊客の夜間や早朝の騒音

等の影響を考えると「7:00～23:00」が適

当である。

さらに、当該商業施設の「荷捌き時間帯」

届出の営業時間において、大規模小売店

舗立地法に基づく騒音予測評価を行い、

騒音評価に問題無いことを確認しており

ますが、開店後に近隣にお住まいの方よ

り苦情等寄せられた場合には、状況を確

認し、当該店舗が起因している場合には

対応を検討いたします。
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は「6:00～22:00」であるが、「ダイワロ

イネットホテル」の宿泊客への早朝の騒

音等に配慮し「7:00～22:00」が適当であ

る。

② 当該商業施設はＪＲ仙台駅に近く、また

近隣には専門学校や予備校等が立地して

おり、当該商業施設に未成年の青少年の

来店が予想されるので、施設全体のトイ

レや休憩施設等の配置においては死角に

ならないように配慮し、青少年の喫煙等

の非行や万引き等の犯罪防止に努めるべ

きである。

施設の死角については，青少年の喫煙等

の非行や万引き等の犯罪防止の点より各

所に防犯カメラの設置を検討いたしま

す。また，従業員による施設内の巡回を

適宜実施いたします。

③ 当該商業施設の「第 1駐車場」等の場合、

夜間に駐車場へ容易に進入出来るので、

青少年や暴走族等が駐車場に進入し騒音

の発生源になり、また青少年犯罪を惹起

することが予想されるので、利用時間帯

以降は駐車場出入口に施錠し、また警備

員が深夜･早朝時に巡回すべきである。

当該駐車場の出入口は料金ゲートを設け

ており、課金制の駐車場としております

ので、駐車場内を徘徊する自動車は発生

しないと考えております。なお，駐車場

の深夜・早朝警備の実施については，必

要に応じ検討いたします。

４）街並みづくりについて

No. 要望等の内容 回答

① 「ヨドバシカメラ仙台第２ビル」の駐車

場のうち、平面式である「第 1 駐車場」

及び「第 2駐車場」、また「駐輪場」にお

いては、誘導員が常駐し車両の整理に当

るとともに、駐車場周辺の清掃に努め、

美観や景観等の環境づくりに努めるべき

である。

従業員等による清掃を適宜実施し、駐車

場周辺の美観や景観等の環境づくりに努

めてまいります。また、交通整理員の配

置については、開店後、状況に応じ、適

切な配置となるよう人員等を調整してま

いります。

② 当該商業施設の駐車場等の夜間照明が近

隣のホテルやマンション等の深夜の安眠

の障害にならないように、照明の方向や

照度等に配慮すべきである。

屋外照明については、照射方向や照度を

調整することで、近隣居住者への影響が

軽減されるよう配慮しておりますが、開

店後に近隣にお住まいの方より苦情等寄

せられた場合には、状況を確認し、当該

店舗が起因している場合には対応を検討

いたします。

③ 当該商業施設は、ＪＲ仙台駅東口地区に

立地、仙台駅東口の顔とも云える建物の 1

～3 階を占める商業施設であり、とくに東

北新幹線の車窓から眺望される施設であ

るので、建物全体の外観及びファサード、

看板等の形態･デザイン･色彩等において

は、仙台市の「杜の都の風土を育む景観

条例」に従うとともに、仙台の都市イメ

ージや街並み景観等に十分配慮すべきで

ある。

届出書の提出に先立ち、関係機関との協

議を行い、仙台市の「杜の都の風土を育

む景観条例」に準拠した計画としており

ます。
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住民説明会の実施状況及び質疑事項等

大規模小売店舗の名称 ヨドバシカメラ仙台第２ビル

説明会の日時・出席人数 1 回目 平成 23 年 12 月 1 日（木）11:00～11:45

2 回目 〃 14:00～14:45

3 回目 平成 23 年 12 月 2 日（金）19:00～19:30

30 名

16 名

12 名

説明会の会場 仙台市シルバーセンター

（仙台市青葉区花京院一丁目 3 番 2 号）

質疑等

【一回目】

Ｎｏ 意見陳述 回 答

1 小売業者はヨドバシカメラのみか。以前あった

スーパーマーケットが撤退し、生鮮食品が購入

できるお店が無くなり困っている。

1 階から 3 階までがヨドバシカメラ、それより

上階はオフィスであり、残念ながら生鮮食品の

取扱いの予定はありません。

2 第 2 ビルの開業以降、第１ビルの営業は継続す

るのか。

今回の説明会は第 2ビルについてとなりますの

で、現時点では未定とご回答させていただきま

す。

3 景観に配慮した建物計画にしてほしい。 仙台市の景観条例に基づいた計画にしていま

す。

4 地域を大切にした店舗計画にしてほしい。生鮮

食品を購入できるお店がほしい。

ご意見として承ります。

5 来店車両で周辺道路が渋滞するのではないか。 交通誘導計画については、交通管理者と協議し

た上で計画しており、交通処理計算上問題が無

い事を確認しておりますが、オープン時等の特

に混雑が予想される際には周辺道路に交通誘

導員を配置し適切な交通誘導を実施します。

6 建物は何階建てか。 8 階建です。

7 電波障害の検証は行っているのか。 机上計算を行い問題無いことを確認しており

ますが、万が一開店後に問題が発生した場合に

は、個別に対応します。

8 第 4駐車場への来退店経路をもう一度説明して

ほしい。

交差点Ｆを迂回し、第 4 駐車場西側出入口にお

いて、左折入庫及び左折出庫が可能となる経路

設定としています。

9 考勝寺通りの道幅は狭いため、混雑しないよう

適切な誘導を行ってほしい。

ご意見として承ります。

10 駐輪場は、第 1 駐車場北側だけでなく、第 4 駐

車場側にも設置してほしい。

第 4駐車場の東側に駐輪場を設置する計画とし

ています。

11 第 4駐車場の出入口の場所をもう一度説明して

ほしい。

ダイワロイヤルネットホテル側に一箇所設置

します。

【二回目】

Ｎｏ 意見陳述 回 答

1 第 2 ビル開店により、交通量が増加すると考え

るが、東七番丁通りを横断する歩行者の安全確

保のため、交差点Ｂには信号機を設置してほし

い。

オープン時等の繁忙時には誘導員を配置し歩

行者の適切な誘導を行う計画としています。信

号機の設置については一事業者にて対応でき

る事ではありませんが、ご要望をお聞きした旨

は仙台市に報告します。

2 信号機の設置については、立地法の意見書とし

て要望を出したほうがよいのか。

事業者が対応出来る事柄ではありませんので、

意見書の内容としては適当では無いかもしれ

ません。しかしながら、ご要望をお聞きした旨

は事業者からも、説明会の報告書として仙台市

に報告します。
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3 東七番丁通りの歩行者横断対策については、地

域と連携し対応してほしい。

ご意見として承ります。

4 本年の 6月ごろに開催された説明会に参加した

際には、第 4 駐車場計画の詳細説明は無かった

ため、計画設置の経緯を教えてほしい。

あくまで暫定駐車場として計画しております。

第 4 駐車場の計画については、第 2 ビルの 4 階

から 8階に計画するオフィスに対しての付置義

務台数として設置を計画しているものです。

5 駐車場への来店車両の誘導計画はどの様にし

ているのか。第 4 駐車場の駐車台数が不足する

のでは無いか。

オープン時等の繁忙時には誘導員を適宜配置

し駐車場への誘導を行います。その際、第 4 駐

車場の混雑状況によっては、より収容台数の多

い第 1～第 3 駐車場への誘導を行い、周辺道路

における渋滞防止に努めたいと考えます。

6 立地法では届出されていない、近隣の駐車場を

利用することはあるのか。

物販店舗の利用としては、届出した駐車場以外

は計画していません。しかしながら、オフィス

利用者が周辺駐車場を利用することは考えら

れます。

【三回目】

質疑応答 無し
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：交通部会 課 名：道路管理課

店舗名 ヨドバシカメラ仙台第２ビル

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

店舗計画に係る協議については交通管理者（宮城県警本部交通規制課），交通政策

課も含め協議を行った。

【駐輪場について】

・ 当該地区は「仙台市自転車等駐車場の附置及び建設奨励に関する条例」の指定

区域（商業地域）であり，条例の設置基準に基づき，駐輪台数及び駐輪場の設

置を指導した。

・ 駐輪場を店舗敷地内に設置するよう指導したが，同意が得られず，隔地となっ

た。隔地駐輪場については，同条例に基づき指導した。

・ 東側店舗出入口部の駐輪車両対策として，第４駐車場敷地内に第２駐輪場を確

保するよう指導した。

・ 原動機付自転車及び自動２輪車駐車場と自転車駐輪場の完全分離を指導した。

【来店経路について】

・ 隔地駐車場への誘導について指導した。特に第４駐車場については，満車表示

板・左折ＩＮ左折ＯＵＴ誘導及び他駐車場への誘導表示板の設置を指導した。

・ 第４駐車場満車時には，周辺交差点での誘導員により，第１から第３駐車場へ

の誘導を行うよう指導した。（P10，図面 18）

・ 駐車場等から店舗への歩行者通路を確保するよう指導した。（図面 3）

意見の有無 無

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：交通部会 課 名：交通政策課

店舗名 ヨドバシカメラ仙台第 2 ビル

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

駐車場について，すでに届出されている既存店舗との重複利用がないことを前

提に，大店立地法，駐車場法，駐車場附置義務条例に基づいた指導を行い，以下

について確認した。

・設置駐車台数について，仙台市運用基準からの算出による必要駐車台数を満

足しており，附置義務駐車台数も確保されること。

・設置台数のうち 3 割以上を 6ｍ駐車マスとして確保し，そのうち，身障者用

駐車マスも確保されること。

・新設立体駐車場出口付近に警報装置が設置されること。

なお，住民等から出されている意見書うち，当課に関係する事項は以下のとお

りである。

（１）大規模小売店舗立地法第 4 条に係る指針による意見項目

１）駐車需要の充足等交通について

・出入口への誘導員配置や誘導看板の設置

・荷さばき施設の利用時間帯の配慮及び誘導員の配置

２）歩行者の通行の利便の確保について

・場内への誘導員配置

・場内への歩行者用通路の設置

３）騒音・防犯対策について

・利用時間以降の駐車場出入口施錠

これらの意見に関して，

繁忙時など必要に応じて出入口や場内に誘導員を配置すること，また，駐車

場に誘導看板を設置すること，荷さばきについては搬入時間を分散させること

や必要に応じて誘導員を配置すること，場内に歩行者用通路や横断歩道を設け

ること，ゲート式の有料駐車場であることから，概ね配慮されているものと判

断する。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：騒音・照明部会 課 名：環境対策課

店舗名 ヨドバシカメラ仙台第２ビル

検討経過

及び内容

（住民等の

意見に関す

る検討を含

む。）

設置者と協議を行い，騒音の予測を行った。

(予測地点は，別紙を参照のこと)

騒音の総合的な予測における，各騒音予測地点での等価騒音レベル（昼間・夜間）

の予測結果は，表１のとおりであった。

表１ 等価騒音レベルの予測結果

昼間 夜間 昼間 夜間
A (1階) 48 41
A (6階) 41 34
B (1階) 33 32
B (15階) 48 42
C (1階) 42 42
C (3階) 42 42
D (1階) 40 39
D (6階) 56 50
D (12階) 51 45
E (1階) 45 45
F (1階) 50 50
F (5階) 50 51
G (1階) 41 39
G (5階) 41 39
H (1階) 42 42
H (5階) 48 44
I (1階) 41 41
J (1階) 43 44
K (1階) 53 54
L (1階) 52 53
L (5階) 53 54

環境基準（ｄB）

Ｃ類型
商業地域

予測地点 地域類型
等価騒音レベル（ｄB）

5060

一部の予測地点において，夜間の環境基準を上回る予測であり，原因について精

査したところ，発生源が自動車または二輪車走行音であったため，駐車場に対して

以下の騒音対策を施すこととした。

① 駐車場内は 10km/h 規制とする

その結果，騒音対策後の夜間の等価騒音レベルの予測結果は，表２のとおりとな

った。

表２ 等価騒音レベルの予測結果（騒音対策後）

昼間 夜間 昼間 夜間
F (1階) 41
F (5階) 42
K (1階) 45
L (1階) 44
L (5階) 45

50
Ｃ類型

商業地域

環境基準（ｄB）
予測地点 地域類型

等価騒音レベル（ｄB）

60

基準を上回ったすべての予測地点において，夜間の環境基準を下回る予測であっ

た。
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また，敷地境界上の各予測地点における，夜間に発生する騒音レベルの最大値予

測結果は，表３のとおりであった。

等価騒音レベルの予測において，駐車場に対して騒音対策を施すこととしている

が，夜間最大値予測においても騒音対策前後の結果を併記した。

表３ 夜間に発生する騒音毎の最大値予測結果（騒音対策前後）

対策前 対策後
Pa (最大影響高さ) 76 67 自動車走行

Pb ( 〃 ) 76 67 〃
Pc ( 〃 ) 76 67 〃
Pd ( 〃 ) 76 67 〃
Pe ( 〃 ) 78 69 〃
Pf ( 〃 ) 48 48 空調室外機
Pg ( 〃 ) 31 31 〃
Ph ( 〃 ) 31 31 〃
Pi ( 〃 ) 24 24 〃
Pj ( 〃 ) 77 77 自動二輪走行
Pk ( 〃 ) 49 49 自動車走行
Pl ( 〃 ) 50 50 自動二輪走行
Pm ( 〃 ) 56 47 自動車走行
Pn ( 〃 ) 63 54 〃
Po ( 〃 ) 67 58 〃
Pp ( 〃 ) 54 45 〃

50dB以下
第３種区域
商業地域

予測地点 発生源
規制基準
（夜間）

最大騒音レベル（ｄB）

一部の予測地点において，夜間の規制基準を上回る予測であり，原因について精

査したところ，発生源が自動車または二輪車走行音であった。

さらに，地点 Pa，Pb，Pc，Pd，Pe，Pj，Pl，Pn については道路に面しているこ

とから，生活環境への影響を調べるため，保全対象においても予測（Pl の保全対象

は Pj’）したところ，予測結果は表４のとおりであった。

表４ 夜間に発生する騒音毎の最大値予測結果（騒音対策後・保全対象側）

Pa’ (最大影響高さ) 50 自動車走行
Pb’ ( 〃 ) 48 〃
Pc’ ( 〃 ) 51 〃
Pd’ ( 〃 ) 46 〃
Pe’ ( 〃 ) 47 〃
Pj’ ( 〃 ) 50 〃
Pn’ ( 〃 ) 44 〃

50dB以下
第３種区域
商業地域

予測地点 発生源
規制基準
（夜間）

最大騒音
レベル（ｄB）

一部の予測地点において，夜間の規制基準を上回る予測であった。

地点 Po,Pa’および Pc’については，予測結果が規制基準を上回るものの,この

地域は商業施設が集中的に立地する地域であり,当該予測地点においても，既設駐

車場の導入路で以前より 24時間車両走行の実績があるため,当該店舗の開店により

音環境の極端な悪化がもたらされる可能性は低いと推測され，併せて開店以後，既

設駐車場の車両走行に対して,近隣より騒音苦情の申し立てはないため，居住環境

としての影響は小さいと考えられる。

以上により，一部予測地点における夜間最大値予測で，敷地境界上で規制基準を

上回る結果が見受けられたが，店舗から発生する音による周辺の生活環境への影響

は少ないものと考える。
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夜間照明については，駐車場照明の位置図を精査したところ，外に洩れる光はわ

ずかであり，周辺の生活環境への影響は少ないものと考える。

「住民等の意見書への設置者の対応」に対する検討内容については，以下のとお

りである。

「（３）騒音に関する意見」について

① すべての予測地点における等価騒音レベル（昼間・夜間）及び夜間の騒音の

最大値予測結果からは，店舗から発生する騒音による周辺生活環境への影響は

少ないものと考える。

なお，騒音低減対策として，駐車場利用については駐車場内の速度制限を実

施することで，さらに，荷さばき作業については荷さばき作業エリアを地下に

計画することで，周辺生活環境への影響の低減を図っている。

加えて，さらなる騒音低減対策として，開店後の実際の稼働状況に応じて適

切な対応を行うとの回答も得ており，設置者の対応で周辺生活環境への必要な

配慮がなされるものと判断した。

③ 暴走族等による騒音は予測の対象外であるが，設置者の対応で十分と考える。

よって，市の意見を提示する理由はないとした。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：廃棄物部会 課 名：廃棄物管理課

店舗名 ヨドバシカメラ仙台第 2 ビル

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

廃棄物等に関する処理計画の審査について

指針に基づく廃棄物等の予測排出量を保管可能な廃棄物保管施設の計画である

かなどについて協議を行った。

１ 廃棄物等の排出量等の予測

「大規模小売店舗を設置するものが配慮する事項に関する指針」に基づき、廃

棄物の種類ごとに排出量を算出し、保管施設を計画する上での廃棄物等の排出量

を適正に予測している。

※ 保管計画容量 22.7 ㎥ ＞ 排出予測量 21.43 ㎥

２ 廃棄物の減量・リサイクル計画

再資源化の可能なものについては、積極的に資源化に取り組む計画となってい

る。

３ 廃棄物保管施設の計画

廃棄物等保管施設は、地下スロープ下に一箇所設置し、内部をバリケード及び

保管用コンテナにて仕切り、表示板を設置し廃棄物の分別保管の徹底を図ってい

る。

照明施設及び換気施設を設置し、保管庫の清掃には地流しを利用するなど、保管

庫の衛生にも配慮されている。保管庫出入り口の段差を無くしコーナーガードを

設置する計画であり安全面にも配慮されている。

※ 計画保管施設容量 22.7 ㎥ ＞ 必要容量 21.43 ㎥

※ 指示事項 宮城野環境事業所とごみ集積施設の事前協議を行うこと。

４ 廃棄物の運搬・処理方法等

廃棄物の運搬については、許可業者に委託し、廃棄物保管施設に保管できる容

量及び発生量を考慮した収集頻度を計画しており、問題はない。

※ 商品の荷捌きを行う時間帯と廃棄物を収集する時間帯を調整し、廃棄物の

収集運搬に対する安全面を考慮すること。

以上のことを確認し、協議終了とした。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：街並み部会 課 名：都市景観課

店舗名 ヨドバシカメラ仙台第２ビル

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

当該敷地は仙台市｢杜の都｣景観計画による市街地景観のゾーンの商業業務地ゾー

ン及び都心ビジネスゾーンに位置し、景観計画に定める基準について協議を行いま

した。

今回計画は店舗・事務所棟と駐車場棟の２棟になります。店舗・事務所棟は外観

を縦方向を強調したプレキャストコンクリート版とアルミカーテンウォールにて構

成し、色彩は濃いグレーとガラスとしシンプルな外観としています。駐車場棟につ

いては、外壁の色彩を店舗・事務所棟に揃え、２棟の建物が調和するように配慮を

しています。

屋外広告物については、計画中の部分もありますが、関係条例の規定を満たすこ

とに加え、建物の外観と併せて検討を行うように指導しております。館名看板及び

駐車場のサイン計画については問題はありません。

２棟とも景観計画の届出書はすでに提出されています。景観計画に定めた基準に

適合した計画であり、住民等の意見についても概ね配慮されていると判断します。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：街並みづくり 課 名：百年の杜推進課

店舗名 ヨドバシカメラ仙台第２ビル

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

杜の都の環境をつくる条例に基づき緑化計画について協議を行った。同条例に

基づく緑化面積等は以下のとおり。

1.緑化計画面積等

（㎡）

敷地面積 緑化基準面積 緑化計画面積 緑化率

店 舗 5,797.76 225.53(3.89％) 380.09※ 6.55％

駐車場 1,331.62 93.21(7.0％) 108.52※ 8.14％

※緑化計画面積については，平成 23 年 10 月 25 日及び平成 23 年 11 月 11 日付

けで認定したものから，変更協議した結果であり，接道部緑化加算を含む。

2.緑化内容

店 舗：店舗の利用形態より，緑化計画面積の 9 割を屋上緑化で確保している。

駐車場：敷地外周に緑地を配置し，接道緑化に努めている。

意見の有無 無し

意見の内容


